














































第 1章 近代化論における「革命なきナショナリズム」の肯定 















































































































































































































































































































域における VOA の効果の測定など、CAD は冷戦期における米国の対外プロパガンダ戦略
と深く結びついていた。そして、こうした政策との結びつきが「開発途上国においてはマス
12 
 
コミュニケーションの影響力は大きい」という前提を疑いえないものとし、結果として分析
に歪みを生じさせたことを指摘した。 
この章の末尾では、「マスコミュニケーションの影響力は米国では小さいが、開発途上国
では大きい」という CADの前提が、それ自体で米国の宣教師的なナショナリズム、つまり
近代化の先行者である米国が宣教師として、迷える子羊である途上国を教え導いていくと
いう宣教師的な世界観と整合的であったことを論じた。 
なお、以上の検討は大部分がマスコミュニケーション学説史に関わるものであり、全体の
流れからはやや外れるものであるため、補論とすることにした。 
